
局部排気装遣に関する実験

機械謀秋山近巌袴塚仙2名

§1 緒 言

有害ガス，粉塵を除去するための最良の方法は，それ

らを発生点において捕捉し，排出することである。これ

を局部排気というが，これを実施するに当り，最も問題

となることは，フッドの空力的特性であろう。フッドの

空力的特性が解れば，一応は排気装置の大体の推定が可

能となる。

フッドの空力的特性については，いくつかの簡単な形

のフッドについて DallaValleが実験を行なった。(1)(2)(3)

われわれは局部排気焚置の資料を得るために，更に複雑

なフッドについて試験した。

第 I.I図は後述の方法で行った実験を写真にとった※

第 2. I 図

※もので， フッドの吸込みの状凡がよく判る。

（管内空気連度2m/sec)

第 1. 1図

§2 実験装置

実験用排気装置は第2.1図に示す如く圧力 2.50Z,

風量230CFMの排風機を用い，吸込口に色々のフッド

をつけ測定した。この時管内空気速度は約 18m/secで

ある。空気速度の低速部の測定には熱線風速計を使用し

た。

その測定用熱線はリruuo11の白金線を使用し，第2.2図

のようなブリッヂ回路を禾lj用した。

第 2. 2 図
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ピックアップの方向特性は熱線支持棒と同一面内及び

その面と直角をなす面における偏風向に対しては，第2.3

図 A, Bに示す如く実用の範囲内では誤差は少ない。

（但し前者の場合梢影響が大きい故注意する必要がある）

従って，最初回転腕によって，ピックアップの速度に対

する検流計の読みを実測しておけば，後は殆ど較正する

必要はない。

第 2.3図 A
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第 2.4図
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いろいろの速度で空気を吸い込ませ，その負圧で下部煙

管の細孔より煙を誘出させ，煙の形状を調べた。第I.1図

はその写真である。
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§3, 実 験 結 果

実験に使用するフッドは一応次の四種で，（第 2.4図）

必要に応じてそれらに更にいろいろのものを附加して測

定した。

第 2.1表 フッ ド寸度
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フッドの空力特性は各点の空気速度とその方向とが判

れば宜しいが， この両方を測定することはなかなか困難

である。たまたま Sinkの場合は，等速度線と流線とは

直交することを利用し，各点の速度を測り等速度線をひ

けば，それより間接的に流線がひける故比較的簡単にフ

ッドの性能が判る。 これは DallaValleによれば，実

用範囲では妥当である。このようにして得られた各速度

は，特記しない限りフッド下面の中心速度を 100とした

割合で表わしてある。 第 3.1図

第 3.1図より第3.4図は

各フッドの速度分布図であ

る。

この特性図はフッドの寸

法によらず一定である。従

って同一形状のフッドにつ

いては，吸込量がわかれば

各点の速度分布が近似的に

算定できる。

フッド下面の風速分布は，ピックアップをフッド下面

の上下左右の各点に動かし測定した。

別に吸込現象観察のため，模型室内で一連の実験を行

なった。吸込管は 6mmrp, フッド下面は 24mmりで，

- 12 -

~
 



第 3.2図 第 3.3図 第 3.4図
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第 3.5 図

いまフッド下面よりの距離に対し，中心線上の風速の

関係を求めれば第3.5図に示す如くに No.2とNo.3は

大差ないが， No.Iは，フッド直下の速度が著しく大で

ある。換言すれば， 同一吸込景ではフッドの形によっ

て，入口速度の差は大であるが，プッド下面より少し離

れると両者の速度は大恙なくなることが判る。従って， 、DO
あまり大ぎな吸込速度が必要でないならば，フッド吸込

口の大なるものの方が吸込効果が広範囲に及ぶ故得であ

510 

る。

第 3.6図は， No.3フッドの両側に，カーテンを下げ

た場合で，第3.7図は同じく三方向にカーテンを下げた

場合である。
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第 3. 6 図 第 3. 7 図
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107. 一ドカーテンの影響を調べるため，フッド中心線上のフッ属 → ~』・｀-臼疇巧如叡麟摯べ翠嗚噂疇饂厨応'.,這！、 疇

ド下面からの距難と連度との関係をとってみた。（第3.8

図，ダクトの径をd, フッド下面の中心の速度を V。,

そこから中心線上の他の点までの距離を l'その点の速

度をV茂示してある）

それによると，カーテ辺こよるフッド直下面の性能向

上はあまり期待できないが，フッド下面より離れるに従

って効果が大となる。これは竺側カーテンの場合は特に

著しい。なおカーテンの長いものの方が，遠方まで吸込

効果が期待される。

二重フッドの風速分布は第3.9図，第3.10図に示す。

第 3.9図は内部の平板の中心に子しのある場合（これが普

第 3. 9図第 3.lO図
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第 3. 8 図
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通である）で第3.10図は孔のない場合である。各点の風

速は吸込風量をフッド下面々積で割った平均速度を革に

して表わした。

この場合前同様の流線と等連度線との関係が期待で含

ないので等速度線だけを示しておく。

二重フッドと一重フッドの長短を比較するためには第

3. 11図を参照されたい。同図は上述フッド入口平均速度

第 3. 12 図 第

を基にして，各点の実測速度を現わしたもので，吸込性

能は一重フッドの場合の方が造に効呆的であるが，二重

フッドは，ただ比較的少葦の上昇流に対しては確実にこ

れを捕捉するものと考えられる。これは他の文献でも同

様な結果が示されている。(14)

次に特殊なプッドの実験結果を示す。数値は陣害物の

ないフッド下面の平均速度を基にして示してある。

3. 13 図 第 3. 14 図

~ 

第 3.12図は二重ブッドとも考えられるもので，吸込

ロ周辺にエァーカーテンを形成し，やや第3.9図に近い

が，速度減少の割合は大ぎい。

第 3.13図は内部にフッド郡の防害物が入り一段と外

部に突き出た場合で性能はよくない。

第 3.14図も同様な変ったフッドの等速度分布図であ

る。

第 3.15図は地面による影讐を示すもので，中心の連

度は衰えるが，周面の速度にはあまり変動がない。 （数

値は第3.3図と同様）

§4 語 結

いくつかのフッドの空気力学的特性を実験的に調べた

結果特に二重フッドの効果の限度を知った。粉塵の搬出

速度は多くは既に論ぜられ(5),(16) あるいは実験的に決

底されている故，必要な贋出連度を考慮して，上記フッ

ドを検討する時は，効果的な徘気装置の製作も困難では

なかろう。ただ，これらの実験から知れるように，管内

速度が大ぎいのにも拘らずフッド下面の空気速度が極め

て小さく，従ってややもすると外部気流によって，大巾

に影響される。第4.1図及び第4.2図は第3.3図に示す

作動中のNo.3フッドに更に水ぶ［及び垂直方向にそれぞ

れ 0.2m/secの風が加わった場合の状態図で，特に横風
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第 3. 15 図
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の場合は流線は著しく変形し，退いては期待する結

集が得られなくなる。排気装置を使う場合にはこの

点に注意しなければならない。

風量の算定式はいろいろ与えられている。(7) ここ

に別の略算式を示す。いまフッドの喉部よりの中心

線上の距離をX,風量をQ,最少運徴速度をVとす

れば一般に

Q=KVX2 

但しKは定数

とおける。

一重フッド では K=2.5~3 

二重フッド では K= 5~6 

と示される。この式により必要最小換気量が略算さ

れるわけである。また二重フッドにおいて必要速度

を得るためには一重フッドに較べて二倍に近い吸込

量を必要とすることが，これによっても判る。
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第 4. 1 図

管内速度 18 1;,s 

大気木平速度 02況
（右固）

口

第 4. 2 図

管内速度 18芙

大氣上昇速度 0.2芙
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